
　史跡旧崇広堂で、第２回伊賀塾を開き、医療関係者
など 177 人が参加しました。伊賀塾は、医療に携わ
る人の意識や知識を高め、すぐれた人材を生み出し、
伊賀地域をはじめ日本の医療に貢献することをめざし
ているものです。
　開催にあたり、岡本市長が「現在の医療が抱える問
題に向き合い、伊賀の地が医療に対する高い意識を発
信する場となっていくことを願います」とあいさつし

ました。
　また、塾長である東京
女子医科大学名誉教授の
小柳仁さんが、伊賀塾の
趣旨などについて説明し
ました。

　次に、聖路加看護大学学長の井部俊子さんが、「看
護管理者としての仕事」と題して講演を行い、組織の
あり方や、看護という仕事に必要な考え方について話
しました。
　この講演では、ノンフィクション作家の後藤正治さ
んが司会を行い、内容について質問をしたり、さらな
る解説を求めたりして、話を進めました。
　このあとも引き続き講演会や討論会などを行い、２
日目となる翌日にも、講演と、２日間の講師や司会者、
参加者による討論会が行われました。
　今後、第３回伊賀塾を今年 11 月３日
と４日に、同じく史跡旧崇広堂で開催する予定です。
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第２回伊賀塾
優れた医療人めざして

武家屋敷を見学しよう
　４月 27日㈯から５
月５日（日・祝）の期間、上
野忍町にある武家屋敷
の見学会を行いまし
た。この武家屋敷では
江戸末期に建てられた
長屋門をはじめ、主屋

や茶室などが国の登録文化財に指定されており、これ
までに活用の方法を検討してきました。
　今回の見学会は、今年度から実施する耐震改修など
の工事を前に、多くの人に知ってもらおうと実施した
もので、　訪れた人たちは、昔ながらの日本家屋の造
りや庭園などに見入っている様子でした。
　武家屋敷は今後改修を行い、平成 27年４月に、伊
賀の伝統的な技を中心としたさまざまな体験ができる
交流施設として生まれ変わる予定です。

　歴史を感じて４27４28
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ちぎり絵教室
　島ヶ原公民館でちぎり絵教室が開かれました。これ
は、文化教養や地域の交流を深めることを目的に行わ
れている公民館教室のひとつです。２年前から始まっ
た教室ということもあり、参加者のうちで経験のある
人は各自が選んだ作品作りを進め、初心者は講師の説
明を聞きながら作業をはじめました。
　講師の桒

くわはら
原陽子さんは「上達することも大事だが、

まずは楽しんでほしい。また作品は島ヶ原の文化作品
まつりへ出品する予定なので、作品を発表するという
経験を通じて自分を高めてください」と話しました。
　ちぎり絵は、元になる絵をカーボン紙を使って色紙
やびんなどのさまざまなものに写し取り、ちぎった和
紙を貼り付けて千枚通しで微調整して仕上げます。ま
た、強調したい部分に
ははさみを使うなど
といったように、道具
を使い分けることで、
奥行きのある絵にす
ることができます。
　参加した６人は、真
剣な表情で作品づくり
に取り組んでいました。

和紙に親しむ
伊賀線まつり2013

　伊賀鉄道上野市駅車庫で伊
賀線まつり 2013 が開催され
ました。この伊賀線まつりは
平成 20 年に伊賀鉄道博覧会
として始まったもので、翌年
からは伊賀線まつりと名前を
変えて毎年行われ、ゴールデ

ンウィーク恒例のイベントとなっています。
　会場では、昔使われていた硬券と呼ばれる厚紙で作
られた切符などさまざまな伊賀鉄道のグッズなどが販
売されていました。かつて線路の点検用に使われてい
た軌道自転車の体験コーナーや、車掌体験コーナーで
は、子どもから大人まで多くの人が楽しみました。
　屋内では、桑町駅
や比土駅など実際の
沿線風景が再現され
た伊賀線のジオラマ
の展示も行われてい
ました。
　この日、昨年を上回
る約2200人が訪れ、終
日賑わいをみせました。

鉄道ファンの祭典５３

　
情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5021

甲賀市甲賀市 亀山市亀山市

となりまち　いが· こうか · かめやま

　甲賀忍者が培った薬草の
智恵は「甲賀の薬業」として、
今もなお引き継がれていま
す。また、300 万年前まで
琵琶湖の底であった小佐治
地域は、重粘土質という独
特の土壌で、良質なもち米
を育んできました。
　忍者もちは、甲賀の大地
が代々育んできたもち米（滋

賀羽二重糯）と地元産の薬草を使って、地域の人々
が生み出した５種類（よもぎ、ゆず、しそ、ごま、
山いも）の味を楽しめるおもちです。
【問い合わせ】
　甲賀ブランド推進協議会 事務局
　（甲賀市役所　観光推進室内）
　☎ 0748-65-0708　℻  0748-63-4067
　　http://koka-brand.jp/

気軽に楽しむ上質な香りと旨み
～亀山茶ペットボトル～

甲賀忍者必携の薬草もち
～甲賀ブランド認定「忍者もち」～

　お茶の生育に適した気候風土に恵まれた亀山市
では、上質な香りや最高の風味を醸す良質なお茶
が生産されています。
　「亀山茶ペットボトル」は、亀山茶の普及を進める
ため、市内の各種団体などで組織した「亀山茶ブラ
ンド化推進協議会」が研究開発。亀山茶の特徴を活

い

かすため、普通のペットボトルのお茶より濃い味
わいとなっています。新茶の季節には、キャップ
に内蔵された初摘みの新茶粉末をペットボトル内

に落とし込み、よく振って混ぜ
て飲む数量限定タイプも登場。
　亀山茶の味をペットボトル
でもぜひご賞味ください。
【問い合わせ】
　亀山茶農協直売所茶

ち ゃ き ち ゃ き
気茶気

　☎0120-188-239
　亀山市環境産業部農政室
　☎0595-84-5082
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